
に
聞
く

□
い
ん
た
び
ゅ
う
八
伽
俳
飲
み
な
が
ら
…
ｖ

☆
親
娘
二
代
の
血
が
、
バ
レ
エ
、
オ
ペ
ラ
、
ゴ
ル
フ
へ
と
走
ら
せ
る

今
秋
、
十
月
二
日
’
八
日
の
〃
第
四
回
世
界
バ
レ
エ
コ
ン
ペ
チ

シ
ョ
ン
″
を
大
阪
厚
生
年
金
大
ホ
ー
ル
で
主
催
す
る
大
屋
政
子
。

開
催
の
た
め
に
骨
身
を
惜
し
ま
ず
フ
ル
回
転
す
る
天
下
茶
屋
の
政

子
ち
ゃ
ん
を
帝
塚
山
の
自
宅
に
訪
ね
た
。

ｌ
シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
の
神
戸
公
演
を
初
均
バ
レ
エ
公
演
が

あ
る
と
必
ず
前
列
席
に
大
屋
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
（
笑
）
バ
レ

エ
の
ど
こ
に
魅
か
れ
る
の
で
す
か
。

大
屋
政
子

世
の
中
の

動
力
は
女
や
し
ィ

「
母
親
の
血
や
ね
。
母
親
が
バ
レ
エ
と
オ
ペ
ラ
が
好
き
や
っ
た
。

姪
舞
（
故
森
田
政
義
代
議
士
）
が
文
楽
好
き
で
、
昭
和
九
年
頃
、
命

が
け
で
文
楽
協
会
を
作
る
の
に
走
り
廻
っ
て
い
た
。
今
の
津
大
夫

こ
う
つ
ぼ

が
津
の
子
大
夫
で
、
お
父
さ
ん
が
津
大
夫
。
古
靭
大
夫
と
か
、
一
二

味
線
の
綱
三
さ
ん
と
か
皆
が
家
に
来
て
ま
し
た
。
月
に
一
回
必
ず

文
楽
を
観
に
行
っ
て
、
長
水
と
い
う
カ
キ
船
で
食
べ
て
帰
る
の
。

母
親
は
、
カ
ー
ピ
と
い
う
大
正
十
何
年
に
オ
ペ
ラ
座
が
来
た
と

よ
つ
つ

き
帝
劇
ま
で
私
を
連
れ
て
観
に
行
っ
て
る
。
４
歳
の
時
か
ら
畳
に

女の意地でこの秋第４回目の世界バレエコンクールを開く大屋政子さん

座
ら
せ
な
い
で
育
て
ら
れ
た
か
ら
座
り
ダ
コ

が
な
い
。
お
茶
は
立
礼
ば
っ
か
り
。
障
親
が

堺
の
府
立
女
学
校
の
時
に
、
た
っ
た
一
人
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
弾
い
て
ピ
ア
ノ
弾
い
て
、
二
百

三
高
地
の
髪
で
テ
ニ
ス
し
て
た
」

ｌ
ハ
イ
カ
ラ
な
お
母
さ
ん
と
日
本
的
な
お

父
さ
ん
で
す
ね
（
笑
）

「
だ
か
ら
私
、
義
大
夫
も
習
っ
て
た
の
（
笑
）

バ
レ
エ
と
オ
ペ
ラ
と
ピ
ア
ノ
と
（
笑
）
阿
古

屋
の
琴
攻
め
も
唄
え
る
の
よ
（
笑
）
面
白
い

ね
。
親
子
二
代
の
血
や
ね
。
そ
し
て
海
外
へ

出
る
よ
う
に
な
っ
て
バ
レ
エ
と
オ
ペ
ラ
と
ゴ

。
キ
ン
グ

ル
フ
で
、
そ
の
国
の
大
臣
や
王
様
に
お
近
づ

き
に
な
れ
た
の
。
お
父
ち
ゃ
ん
（
故
大
屋
晋

三
氏
）
が
大
統
領
や
大
臣
に
会
い
た
い
時
、

私
を
先
頭
に
行
く
よ
う
に
な
る
わ
け
ね
」

ｌ
ご
自
分
の
文
化
蓄
積
が
外
交
に
役
だ
つ

１
４０
１
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１
４１
１

》
灘
鍵
識
蕊
蕊
識
鍵

た
ん
で
す
ね
。

「
例
え
ば
サ
ダ
ト
大
統
領
。
私
は
エ
ジ
プ
ト
・
バ
レ
エ
団
と
知
り

合
い
で
、
バ
レ
エ
団
総
裁
が
サ
ダ
ト
さ
ん
。
そ
れ
で
お
つ
き
あ
い

が
で
き
た
ん
で
す
よ
ね
。
そ
し
て
、
副
大
統
領
の
モ
バ
ラ
ク
さ
ん

（
現
大
統
領
）
が
、
エ
ジ
プ
ト
の
バ
レ
エ
の
日
本
公
演
を
や
る
と

い
っ
た
ら
、
衣
裳
、
装
置
す
べ
て
の
予
算
を
つ
け
て
下
さ
っ
た
」

ｌ
国
際
外
交
の
文
化
面
か
ら
お
つ
き
合
い
す
る
と
入
り
易
い
…

「
イ
ラ
ン
の
シ
ャ
ー
・
ハ
ン
。
シ
ャ
ー
。
ホ
メ
イ
ニ
イ
に
や
ら
れ

て
ガ
ン
で
亡
く
な
っ
た
。
ク
イ
ン
デ
イ
バ
ー
も
、
お
ば
あ
ち
や
ま

の
ク
イ
ン
マ
マ
時
代
か
ら
親
し
く
な
っ
て
、
自
由
に
出
入
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
た
。
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
が
び
っ
く
り
し
て
、
お
父
ち
ゃ

ん
が
イ
ラ
ン
の
勲
一
等
を
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
の
も
、
政
治
や

経
済
か
ら
行
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
い
い
お
つ
き
あ
い
が

出
来
た
ん
で
す
」

Ｉ
す
る
と
、
バ
レ
エ
や
オ
ペ
ラ
や
ゴ
ル
フ
を
通
し
て
世
界
の
人

々
と
お
つ
き
あ
い
で
き
た
の
は
一
番
の
財
産
で
す
ね
。

「
で
も
、
お
父
ち
ゃ
ん
が
元
気
な
頃
の
、
Ｉ
Ｃ
Ｉ
の
会
長
さ
ん
や

大
分
定
年
で
お
辞
め
に
な
り
ま
し
た
ね
。
今
、
私
が
お
つ
き
あ
い

し
て
い
る
の
は
世
界
の
中
小
企
業
の
オ
ー
ナ
ー
社
長
で
す
ね
。

過
去
十
年
、
世
界
一
の
大
金
持
と
い
わ
れ
た
ポ
ー
ル
。
ゲ
テ
ィ

も
死
ん
だ
し
、
ブ
ラ
ン
コ
・
マ
リ
ノ
テ
ィ
、
そ
し
て
そ
し
て
オ
ナ

シ
ス
も
死
に
ま
し
た
か
ら
ね
」

ｌ
オ
ナ
シ
ス
と
オ
ペ
ラ
は
マ
リ
ア
。
カ
ラ
ス
で
縁
が
深
い
で
す

ね
。「

マ
リ
ア
。
カ
ラ
ス
が
一
九
五
九
年
に
カ
ン
ヌ
の
カ
ー
ル
ト
ン
ホ

テ
ル
で
一
緒
に
ご
飯
を
食
べ
ま
し
た
ね
。
そ
れ
か
ら
、
ブ
ラ
ン
コ

・
マ
リ
ノ
テ
ィ
は
一
九
六
七
年
に
亡
く
な
っ
た
。
小
学
校
し
か
出

て
い
な
い
け
れ
ど
イ
タ
リ
ア
一
の
財
閥
で
ね
。
ル
ー
ヴ
ル
博
物
館

み
た
い
な
家
（
笑
）
そ
の
息
子
が
も
の
凄
い
男
前
で
ね
。
と
こ
ろ

が
、
ド
イ
ツ
の
ヌ
ー
ド
女
優
に
惚
れ
て
、
会
社
の
株
を
売
っ
て
…
。

三
三
年
間
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
六
○
％
の
配
当
を
し
て
い
た
。
亡

く
な
っ
て
す
ぐ
に
副
社
長
が
社
長
に
な
っ
た
ら
あ
っ
と
い
う
間
に

無
配
に
な
っ
て
、
社
長
が
六
代
変
わ
っ
た
し
、
モ
ン
テ
・
カ
テ
ー
マ
モ

ン
テ
・
ヒ
ィ
ピ
グ
レ
、
ス
ニ
ャ
。
ピ
ス
コ
ー
サ
の
三
社
が
合
併
し
た

ね
。
モ
ン
テ
。
カ
テ
ニ
も
夢
の
繊
維
っ
て
い
わ
れ
た
ん
や
け
ど
ね
。
」

ｌ
そ
う
い
う
情
報
は
ど
ん
な
風
に
し
て
…
．

「
外
国
の
新
聞
を
い
ろ
い
ろ
読
む
。
ダ
ン
ス
は
ロ
ン
ド
ン
の
ダ
ン

ス
＆
ダ
ン
サ
ー
ズ
、
オ
ペ
ラ
も
ロ
ン
ド
ン
か
ら
ね
。
そ
れ
か
ら
オ
ペ

ラ
の
一
千
曲
載
っ
て
い
る
辞
引
と
か
。
世
界
中
の
全
部
の
オ
ペ
ラ

を
発
掘
し
た
ら
三
千
曲
ぐ
ら
い
あ
る
。
私
は
ま
だ
三
○
○
ぐ
ら
い

し
か
観
た
り
聞
い
た
り
し
て
い
な
い
。
だ
か
ら
な
か
な
か
や
れ
。

室
生
ロ
イ
ヤ
ル
ゴ
ル
フ
の
借
金
を
返
し
た
ら
、
五
年
位
、
海
外
で

暮
し
て
オ
ペ
ラ
と
バ
レ
エ
の
勉
強
を
し
た
い
で
す
ね
。
」

☆
オ
ペ
ラ
座
の
中
の
葛
藤
が
オ
ペ
ラ
座
を
大
き
く
し
た
。

ｌ
大
屋
さ
ん
の
訳
さ
れ
た
パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
バ
レ
エ
（
ア
イ
ヴ

オ
ー
ル
・
ゲ
ス
ト
著
）
は
、
バ
レ
エ
史
と
し
て
面
白
い
で
す
ね
。

「
あ
れ
を
読
む
と
世
界
の
バ
レ
エ
史
が
判
る
わ
ね
。
し
か
し
、
オ

ペ
ラ
座
の
中
の
葛
藤
も
凄
い
。
葛
藤
が
あ
る
た
め
に
オ
．
ヘ
ラ
座
が

大
き
く
な
っ
て
行
く
の
ね
。
だ
か
ら
、
大
屋
さ
ん
は
二
度
と
再
び

コ
ン
ペ
を
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
け
ど
、
四
度

、
、
、
、

目
を
》
」
の
秋
に
開
こ
う
と
し
て
い
る
の
は
女
の
意
地
で
す
ね
。

第
三
回
目
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
神
戸
の
バ
レ
エ
・
フ
ァ
ン
の
女
性

た
ち
で
、
風
車
を
選
手
た
ち
に
贈
っ
て
く
れ
た
で
し
ょ
う
。
選
手

が
喜
ん
で
く
れ
て
、
今
度
も
、
ぜ
ひ
応
援
に
来
て
ほ
し
い
わ
。
」

ｌ
世
界
の
バ
レ
エ
。
コ
ン
ペ
を
開
か
れ
る
き
っ
か
け
は
？

「
世
界
の
経
済
摩
擦
。
お
父
ち
ゃ
ん
が
日
米
経
済
使
節
団
の
メ
ン

バ
ー
、
日
仏
経
済
使
節
団
と
ね
。
石
坂
泰
三
さ
ん
が
経
団
連
の
会

写真上は、第２回日本・世界バレエコンクール
下は大屋政子パレエスクールのスタジオで
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長
の
頃
。
パ
リ
で
も
会
議
が
、
全
部
、
・
奥
さ
ん
付
き
だ
っ
た
。
石

坂
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
て
、
そ
の
後
、
植
村
甲
五
郎
さ
ん
に
な
っ

て
奥
さ
ん
が
凄
く
弱
い
。
男
子
だ
け
が
行
く
。
ア
メ
リ
カ
へ
行
っ

た
時
、
五
人
ぐ
ら
い
し
か
夫
人
同
伴
が
い
な
く
て
、
大
使
館
か
ら

レ
デ
ィ
ス
の
会
へ
行
っ
て
く
れ
と
い
わ
れ
て
、
皆
、
他
の
奥
さ
ん

は
行
か
な
か
っ
た
の
で
私
だ
け
出
て
行
っ
た
ら
、
二
十
人
位
の
奥

さ
ん
か
ら
〃
つ
る
し
上
げ
〃
に
会
っ
た
。
何
が
故
に
ス
タ
ッ
グ
や

と
、
世
界
中
の
会
議
は
全
部
夫
人
付
き
や
と
、
そ
れ
や
の
に
日
本

は
ど
う
い
う
訳
や
、
こ
う
い
う
こ
と
を
す
る
日
本
を
軽
蔑
す
る
と

い
わ
れ
て
。
そ
れ
を
植
村
会
長
に
訴
え
た
ら
、
出
し
ゃ
ば
り
過
ぎ
と

い
わ
れ
て
日
本
の
経
団
連
の
人
々
に
袋
叩
き
に
合
い
ま
し
た
（
笑
）

石
坂
泰
三
さ
ん
は
え
ら
か
っ
た
で
す
ね
。
奥
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ

た
後
は
、
お
嬢
さ
ん
の
三
浦
さ
ん
が
替
り
を
さ
れ
て
。
東
芝
に
ピ

ン
ク
の
シ
ャ
ワ
ー
室
が
あ
っ
て
、
タ
キ
シ
ー
ド
を
着
替
え
る
部
屋

が
あ
っ
た
の
。
土
光
さ
ん
が
社
長
に
な
ら
れ
た
ら
、
こ
ん
な
女
々

し
い
こ
と
は
で
き
な
い
と
壊
さ
れ
た
、
と
聞
い
て
い
ま
す
。

外
国
の
経
済
人
は
、
夕
方
に
な
っ
た
ら
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
お

衣
裳
を
着
替
え
て
、
オ
ペ
ラ
や
お
芝
居
や
、
バ
レ
エ
を
観
に
行
く

訳
や
か
ら
ね
。
石
坂
さ
ん
が
生
き
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ら
経
済
摩

擦
も
少
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
ね
。
そ
ん
な
夫
人
同
伴
で
出
席
し
な

い
と
い
う
よ
う
な
、
さ
細
な
こ
と
か
ら
摩
擦
が
起
っ
て
く
る
の

よ
・
だ
い
た
い
パ
ー
テ
ィ
や
会
議
に
、
日
本
人
や
っ
た
ら
お
ヨ
メ

さ
ん
連
れ
て
行
か
な
い
も
の
ね
。
風
習
の
違
い
や
ね
。
」

ｌ
バ
レ
エ
・
コ
ン
ク
ー
ル
は
世
界
各
地
で
開
か
れ
る
の
で
す
漁

「
バ
ル
ナ
と
い
う
一
漁
村
で
、
何
と
か
有
名
に
で
き
な
い
か
と
、

市
長
さ
ん
と
知
事
さ
ん
が
訴
え
て
バ
レ
エ
。
コ
ン
ク
ー
ル
を
始
め

た
ん
で
す
ね
。
一
九
六
四
年
に
ね
。
今
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ド
イ

ツ
資
本
の
ホ
テ
ル
が
ず
ら
っ
と
並
ん
で
い
る
。
年
間
一
千
万
人
の

観
光
客
が
来
る
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
の
が
バ
レ
エ
・
コ
ン
ク
ー

ル
。
黒
海
に
面
し
た
十
キ
ロ
の
砂
浜
で
ど
こ
に
も
な
い
ピ
ー
チ
。

シ
ェ
ネ
・
ピ
ー
チ
に
は
三
○
○
軒
ぐ
ら
い
の
ホ
テ
ル
。
六
○
○
万

の
人
口
の
国
に
一
千
万
の
観
光
客
が
く
る
の
。
共
産
圏
や
の
に
、

パ
リ
か
ら
カ
ジ
ノ
や
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
が
、
ホ
テ
ル
に
来
て
い
る
。
」

’
一
回
二
回
ほ
東
京
、
三
回
目
は
大
阪
今
度
も
大
阪
。

「
あ
ま
り
に
何
で
も
が
、
東
京
中
心
な
の
で
大
阪
で
開
く
ん
で

す
。
一
回
目
は
河
野
洋
平
さ
ん
が
一
○
○
万
円
政
府
か
ら
補
助
金

を
貰
っ
て
く
れ
て
、
一
一
回
、
三
回
は
三
千
万
円
ぐ
ら
い
。
補
助
金
を

出
し
て
く
れ
ま
し
て
ね
。

た
だ
、
三
千
万
円
の
た
め
に
、
会
計
検
査
員
や
、
パ
ー
テ
ィ
券

が
ど
う
の
と
大
変
な
足
か
せ
が
あ
る
の
が
判
っ
て
ね
。
そ
の
時
、

私
は
、
何
倍
も
を
後
家
や
の
に
出
し
て
る
（
笑
）
今
は
後
家
や
か

ら
、
二
年
に
一
回
は
ム
リ
、
四
年
に
一
回
や
ろ
う
と
、
後
家
の
ガ

ン
バ
リ
や
ね
。
だ
か
ら
今
、
生
命
の
あ
る
限
り
働
い
て
バ
レ
エ
。

コ
ン
。
ヘ
チ
シ
ョ
ン
を
や
ろ
う
と
し
て
る
。
世
界
の
中
か
ら
来
て
く

れ
る
わ
よ
・
十
月
、
一
一
、
三
、
四
日
。
五
日
を
休
ん
で
六
日
決
勝

戦
、
翌
日
が
ガ
ラ
で
す
。
交
通
費
が
ど
う
計
算
し
て
も
九
千
万
円

か
か
り
そ
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
だ
と
交
通
費
持
ち
で
も
、
近
い
か
ら

各
国
二
、
三
時
間
、
新
幹
線
の
値
段
だ
も
の
楽
で
す
よ
。
後
は
切

符
を
売
ら
な
い
と
」

ｌ
ま
あ
、
凄
い
で
す
ね
。
そ
れ
は
大
阪
の
ド
根
性
で
す
鵜
．
大

阪
は
日
頃
ケ
チ
だ
け
ど
、
遣
う
と
き
は
ド
バ
ー
ッ
と
使
い
ま
す
ね
。

「
娘
が
い
う
ん
で
す
よ
。
お
母
ち
ゃ
ん
は
普
段
よ
れ
よ
れ
の
ポ
ロ

の
も
ん
着
て
、
洗
濯
機
三
十
何
年
使
う
て
な
い
。
そ
れ
に
、
だ
れ

も
見
て
い
な
い
け
ど
便
所
へ
行
く
と
き
は
部
屋
の
灯
を
消
す
し

ね
。
社
員
に
喧
し
く
い
う
か
ら
に
は
誰
も
見
て
な
い
か
ら
と
ド
バ

ド
バ
で
き
ま
せ
ん
よ
」

ｌ
ｌ
大
屋
さ
ん
や
女
性
が
創
る
文
化
と
い
う
の
は
面
白
い
で
す
ね

「
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
の
プ
ラ
ハ
に
マ
リ
ア
・
テ
レ
ー
ザ
の
お
城

が
二
つ
あ
る
。
〃
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
の
宮
殿
〃
も
、
マ
リ
ー
ア
ン
ト
ワ
ネ

ッ
ト
、
ク
イ
ー
ン
。
エ
ヵ
テ
リ
ァ
の
〃
エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
の
宮

殿
″
、
ク
イ
ー
ン
エ
リ
ザ
ベ
ス
－
世
の
〃
大
英
博
物
館
″
と
か
、
女

が
創
っ
た
文
化
遺
産
が
、
も
の
凄
い
観
光
資
源
に
な
っ
て
い
る
。

中
国
も
西
太
后
で
し
よ
。
み
ん
な
世
の
中
の
原
動
力
は
女
や
し
ィ

（
笑
）
女
は
勘
定
が
わ
か
ら
ん
よ
っ
て
に
創
る
ん
と
違
う
（
笑
）

今
や
、
こ
の
世
界
の
バ
レ
エ
・
コ
ン
サ
ー
ト
も
勘
定
わ
か
ら
へ
ん

の
よ
（
笑
）
落
城
す
る
と
淀
君
や
し
（
笑
）
せ
め
て
切
符
を
買
っ

て
観
に
来
て
下
さ
い
。
幾
分
か
楽
に
な
り
ま
す
の
で
ね
。
応
援
し

て
く
だ
さ
い
ね
。
」
（
カ
メ
ラ
／
米
田
定
蔵
）
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４２
１
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繕

父親の仕事( 商船三井) の都合で昨年６
月神戸に転勤。船舶一家。高校時代ＮＹ
に２年住む。「英語は話すに苦労しない」
から現在の仕事には最適。外国船客の接
待、貨物船のオペレーション業務を明る
くこなす｡ ｢ 乗り物には酔うから船も弱い
と思う」が笑いを誘う。ひょうきんでス
ポーツマンの時任三郎タイプが好み。

は
５
月
８
日
（
火
）
か
ら
３
日

間
、
会
場
は
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
、
神
戸
国
際
展
示
場
。

神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
優
し

く
、
上
品
で
エ
レ
ガ
ン
ス
と
の

定
評
が
あ
り
、
Ｋ
Ｆ
Ａ
は
主
力

グ
ル
ー
プ
の
一
つ
。

今
回
の
出
展
に
は
Ｋ
Ｆ
Ａ
メ

ン
バ
ー
詑
社
が
揃
い
、
品
目
も

レ
デ
イ
ー
ス
、
メ
ン
ズ
、
ベ
ビ

ー
、
ア
ン
ダ
ー
ウ
ェ
ア
や
業
界

紙
な
ど
幅
広
い
。
業
界
注
目
の

☆
コ
ウ
ベ
ウ
ィ
ル
刊

５
月
８
日
、
ｆ
加
日
に
開
催

「
都
市
に
新
し
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
酸
素
を
送
り
ま
す
」
を
テ
ー

マ
に
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ア
ソ

シ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｋ
Ｆ
Ａ
）
が

総
合
個
展
を
開
催
す
る
。
会
期

事
務
所
、
店
舗
が
入
る
予
定

で
、
来
年
三
月
に
は
完
成
。

☆
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
に

東
洋
一
の
超
高
層
ホ
テ
ル

神
戸
市
が
開
発
中
の
メ
リ
ヶ

ン
パ
ー
ク
に
東
洋
一
の
超
高
層

ホ
テ
ル
が
建
設
さ
れ
る
も
よ
う

で
あ
る
。
建
設
計
画
は
三
井
物

産
で
、
こ
れ
に
来
島
ど
つ
く
グ

ル
ー
プ
が
新
会
社
設
立
に
協

力
、
経
営
に
は
オ
リ
エ
ン
タ
ル

ホ
テ
ル
が
あ
た
る
。
こ
れ
に
よ

り
神
戸
ホ
テ
ル
戦
争
は
ま
す
ま

す
拍
車
が
か
か
り
そ
う
。

同
ホ
テ
ル
は
五
十
階
建
て

（
百
八
十
脚
）
、
客
室
数
千
二
百
、

三
千
人
を
収
容
で
き
る
大
宴
会

場
や
プ
ー
ル
を
併
設
、
総
投
資

額
は
五
百
億
円
。
六
十
二
年
に

完
成
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

神
戸
港
中
突
堤
ｌ
メ
リ
ケ
ン

波
止
場
間
に
誕
生
す
る
メ
リ
ケ

ン
パ
ー
ク
の
超
目
玉
と
な
る
こ

と
う
け
あ
い
で
あ
る
。

経
済
ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

椿昇作のテーマモニュメント

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

☆
フ
ァ
ミ
リ
ア
副
社
長
制
の
設

定
と
三
本
部
制
実
施

ベ
ビ
ー
と
子
供
服
の
㈱
フ
ァ

ミ
リ
ア
は
副
社
長
制
を
新
た
に

設
定
、
坂
野
惇
子
専
務
の
昇
進

癖
需
》
》
》
趣
》
》
峠
》
》
》

》
》
癖
》
》
》
》
》
一
洲
計
砕

副
社
長
は
「
こ
の
地
位
で
怠
け

さ
せ
て
も
ら
う
つ
も
り
」
と
怠

け
宣
言
。
「
社
内
交
流
の
潤
滑

油
役
」
に
も
っ
ぱ
ら
専
念
す
る

ま
た
こ
れ
を
機
に
社
内
組
織

を
変
更
す
る
。
河
井
昭
広
報
室

長
に
よ
る
と
「
指
揮
系
統
と
責

任
体
制
明
確
化
の
た
め
、
営
業
、

商
品
、
管
理
の
三
本
部
制
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
東
西
一
元
化

に
よ
る
強
化
も
図
る
」
と
の
こ

と
。
売
上
二
百
億
円
達
成
を
目

4３

幹邸

そ
れ
で
、
㈱
リ
ク
ル
ー
ト
と
い

え
ば
急
成
長
ぶ
り
が
つ
と
に
有

名
。同

ビ
ル
の
規
模
は
地
下
二
階

地
上
十
三
階
。
敷
地
面
積
一
七

五
一
・
七
九
平
方
脚
。
外
観
は

ブ
ル
ー
の
反
射
ガ
ラ
ス
に
お
お

わ
れ
、
館
内
は
「
無
駄
な
ス
ペ

ー
ス
の
な
い
機
能
性
を
重
視
し

た
」
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

来年完成の予定

☆
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
オ
フ
ィ
ス
レ
デ
ィ
☆
幸
前
洋
子
さ
ん
（
鯛
）

〈
紫
〉
ジ
溺
剖
坐
》
一
か
蹄
〉

ざ
し
活
発
な
同
社
で
あ
る
。

☆
神
戸
の
ビ
ジ
ネ
ス
拠
点
に

「
リ
ク
ル
ー
ト
神
戸
ビ
ル
」
建
設

ピ
ル
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
の
神
戸

ビ
ジ
ネ
ス
界
隈
だ
が
、
市
役
所

花
時
計
西
側
に
も
新
ピ
ル
が
工

事
中
で
あ
る
。

「
リ
ク
ル
ー
ト
神
戸
ピ
ル
」
が
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１
４４
１

刷
悌
兄
鶏
の
館

ゴシック風の急勾配の屋根の頂部に魔除けの風見鶏が
あるので、「風見鶏の館」と呼ばれる。ドイツ人貿易商
トーマスが、明治4 2 年に同国人のデラランデの設計で建
てたもの。煉瓦と石造りの地上２階地下１階の３階建て
だが、ドイツ風の重厚な趣きがある。新日本汽船天神寮、
中華同文学校寮として使われたあと、現在は内部が整備
され一般に公開されている。居間にはトーマスの娘エル
ゼ・カルボー夫人寄贈の往時の家具が置かれている。
⑨開館／午前1 0 時～午後５時火曜日休館（無料）（５月末日まで修理のため閉館）

●
小
松
益
喜
と
歩
く
…

異
人
館
の
あ
る
風
景

さ
わ
や
か
な
風
が
走
る
五
月
の
北
野
町
界
隈
。
半
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
異
人
館
を

描
き
つ
づ
け
る
小
松
益
喜
画
伯
と
と
も
に
、
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
、
坂
道
を
…
。
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史跡三本松不動院のある不動坂を登ると、左手に鮮や
かなグリーンの板塀とクリーム色の外塀の異人館があ
る。サッスーン邸だ。木造２階建て、黒瓦葺きで、茶色
の煙突が目につく。南に面して庭が広がっているので陽
当たりがよく、全体に南欧的な明るさの感じられる異人
館だ。異人館カラーともいうべきグリーンが、緑の多い
不動坂辺りとうまくマッチしている。この家の向かいに
は、ドイツパンで有名なＨ・フロインドリーブ邸がある。

サ
ツ
ス
ー
ン
邸

4５
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う
つ
↓
ク
こ
の
皆
氷

１
４６
１

う
ろ
こ
状
の
ス
レ
ー
ト
壁
面
と
塔
屋
を
も
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
建
物
で
、
「
う
ろ
こ
の
家
」

と
し
て
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。
大
正
時
代
の
建
築
だ
が
、
建
物
の
中
央
の
塔
屋
の
正
面

が
玄
関
に
な
っ
て
い
て
、
張
り
出
し
窓
（
ベ
イ
ウ
ィ
ン
ド
ゥ
）
も
鎧
戸
が
な
く
な
り
、
造
り

は
シ
ャ
レ
て
い
る
。
北
野
の
高
台
に
あ
る
の
で
、
塔
屋
（
展
望
塔
）
か
ら
の
眺
望
は
素
晴
し

い
。
喫
茶
室
も
あ
り
、
憩
い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。
二
年
前
か
ら
西
隣
に
同
様
の

ス
タ
イ
ル
で
、
美
術
館
「
う
ろ
こ
の
館
」
が
併
設
さ
れ
た
。

⑥
開
館
／
午
前
、
時
１
午
後
５
時
無
休
（
有
料
）
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4７

、

英国人の設計により、明治4 0 年に建築された。鎧後の住人は、ドイツ人のド
クター・フデセック。現在は一般に公開されている。館内には建築当時の英
国、つまり、ヴィクトリア王朝末期からエドワード王朝期頃に、英国の日常生
活で使われていた家具調度品、装飾品、小物類が英国古美術協会の時代考証に
よって部屋毎に展示公開されている。外壁はフデセックによってドイツ壁に替
えられたが、それ以外はすべて建築当初の姿を保っている。
ｅ開館／午前１０時～午後５時無休（有料）
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明治3 2 年にドレウェルの依頼で、ハンセルが設計をし
た。現在は「ラインの館」として一般に公開されている。
木造２階建て寄棟造りで、２階中央の突き出した部分の
三角形の妻部に「Ｍ」の字の花模様の細工が施されてい
る。ちょっとしたミニコンサートに使えそうな石造りの
舞台のある広い庭とテラスがあり、１階はユーハイム経
営の喫茶室とショップ、２階はギャラリーなどに使える
スペースがある。ショップにはドイツグラスなどがある。
⑳開館／午前1 0時～午後６時第３木1 1 ,日休館（雌料）

矛
ン
の
食官

4８
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白
骨
い
里
→
Ａ
館

4９

西の門を入ると楠の木立の間から、赤レンガ造りの見
事な造形の煙突と、白壁に二つの張出し窓が見える。現
在、「白い異人館」として公開されているが、もとは明
治3 6 年にシャアプ邸として建築された。設計はハンセル。
巾廊下をもつ木造２階建ての典型的な箱型プランの家で、
玄関ホールのステンドグラスや階段などに豊富な飾りが
あり、青い西洋瓦と白確の対比も美しい。ｌ、２階とも
応接セットなど家具調度品がうまく展示されている。
③開館／午前１０時～午後５時無休（無料）
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5０

旧スタデニック邸は、現在、ブチックとして使われて
いる。前庭の木立ちの間から浦酒なたたずまいをみせて
いて、まるで、小柄な貴婦人のようだ。’階ベランダの
フランス風の窓も酒落ていて、優美な姿の異人館だ。フ
ァッショナブルな商品を扱っているだけに、若い女性の
客が多く、華やいでいる。かつてここを訪れたとき、開
かれた窓からピアノの音が流れていた。その昔には異国
の貴婦人が住んでいたに違いないと、そう思ったものだ。

旧
ラ
全
ア
ー
ー
ッ
ク
邸
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神
戸

釜
湧
僑
総
会

5１

明治4 2 年に、ドイツ人のグゲンハイムが自邸として建
てた。戦後すぐには神戸華僑総会の所有となり、裏（北
側）に増築された部分を事務所とし、２階建ての本館は
会議やセレモニーなどに使用されていた。木造２階建て
の堂々たる建物で、表は異人館通りに面し、高い石垣の
上に位置している。裏道から見ると、背の高いヒマラヤ
杉を背景に建物の美しさがよく分かる。東隣の異人館倶
楽部の賑わいをよそにひっそりと静まりかえっている。
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5２

邸

この異人館は、明治3 0 年頃につくられたと思われる。おおむね標
準的な異人館建築であり、木造２階建て、寄せ棟づくり、下見板張
りオイルペンキ塗り、黒瓦葺きで、異人館通りに面して張出し窓、
東側にベランダがついている。上げ下げ窓、よろい戸も見られる。
この家の向かいにはローズガーデンがあり、さらにシュエケ邸、門
兆鴻邸と続くファッショナブルな界隈だけに、地味で目立たない
が、今も“異人”が住む数少ない館の一つだ。

グ
熟
杉
才
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5３

神戸の異人館建築に大きな貢献をしたのが英国人建築家のＡ・Ｎ
ｏハンセルだが、このシュエケ邸は、かつてハンセルが自邸として
設計したものだ。それだけに、屋根に取りつけられた賊（シャチ) 、
ヴェランダの手擢り状の柱、階段親柱や媛炉などに見られる英国ジ
ャコビアン風の扱いなど、随所に“遊び”が見られ、専門家の目に
は興味の尽きないものであろう。西隣の門兆鴻邸と共に、住人の居
る異人館としては逸品だ。明治2 9 年建築。
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年中無休 品 ､ふぷ当到v 3苛]枇震§可司Ｔ駐車場有
神戸市中央区北野町1 - 5 - 7 P h o n e 2 2 2 - 5 1 2 3
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蕊蕊

il5

露
盤』

瀧
蕊
撫
瀞
燕

か
ら
全
面
的
な
催
理
エ
事
が
す
す
め
ら
れ
て
い
レ
ッ
ト
の
店
『
ア
ラ
ン
・
カ
ス
ケ
ピ
ッ
チ
」
は
い
と
か
。
他
Ａ
・
Ｍ
ｉ
Ⅲ
Ｐ
．
Ｍ
・
日
瑠
定
休

ろ
。
今
回
の
修
理
に
あ
わ
せ
て
、
室
内
な
ど
を
伝
統
的
ス
タ
イ
ル
で
、
何
よ
り
お
い
し
い
お
菜
中
山
手
通
１
１
泊
１
７
（
３
３
１
）
９
３
５
８

イ
ナ
．
・
は
￥
５
０
０
０
か
ら
、
ま
た
お
墨
の
ひ
今
年
も
兵
庫
県
バ
ラ
協
会
・
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
い
の
あ
る
生
活
環
境
を
つ
く
り
出
す
圭
端
と
し

と
と
き
、
手
作
り
の
お
菓
子
と
お
茶
（
￥
６
０
ン
の
主
催
で
〃
春
の
ロ
ー
ズ
フ
ェ
ァ
Ⅷ
兵
庫
パ
て
開
か
れ
ま
す
。

溌
溌
織
識
溌
雛

Ｇ
フ
ァ
ミ
リ
ア
北
野
坂
ハ
ウ
ス
が

２
軒
に
な
り
ま
し
た

淡
い
グ
リ
ー
ン
の
ア
ー
リ
ー
ア
メ
リ
カ
ン
を

思
わ
せ
る
外
観
と
シ
ッ
ク
で
落
ち
着
い
た
店
内

が
若
い
女
性
や
ミ
セ
ス
に
好
評
の
テ
ィ
ー
ル
ー

ム
、
フ
ァ
ミ
リ
ア
北
野
坂
ハ
ウ
ス
。
そ
の
北
西

側
に
５
月
２
日
新
館
が
オ
ー
プ
ン
す
る
。
や
は

り
２
ｘ
４
の
バ
ル
コ
ニ
ー
が
あ
る
ア
ー
リ
ー
ア

階
は
〃
リ
ト
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ｉ
〃
で

物
に
利
用
で
き
る
。
子
供
の
日
に
Ｒ〃にでもう１つの北野坂ハウス
は展ナントでなキＩア羽〃

鯉ノ誇認鉾曳郷
がや。コア〃休食クク”ル
走催え１ウリ息ベツリとシ

ろ
な
ど
楽
し
い
行
事
が
企
画
さ
れ
て
い
る
。
竹

内
璽
幸
・
店
長
は
「
新
館
も
明
る
い
健
康
的
芯
イ

メ
ー
ジ
で
若
い
人
達
に
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け

る
よ
う
、
ど
ん
ど
ん
新
し
い
企
画
を
券
え
て
い

き
た
い
」
と
大
ハ
リ
キ
リ
だ
。

北
野
町
２
（
２
２
２
）
３
５
３
５

②
北
野
坂
の
一
角
が
ま
た

ひ
と
つ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
に

北
野
坂
の
中
腹
に
五
〃
の
連
休
明
け
か
ら
、

石
造
り
の
テ
ナ
ン
ト
ピ
ル
「
コ
ー
ナ
ー
ハ
ウ
ス
』

が
オ
‐
プ
ン
す
る
。
オ
ｉ
ナ
ー
は
「
管
柳
．
』
の
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北野からマイクロ・カオスへの誘い
実験交流サロン

シアター･ ポシェット

☆シアター利用のご案内
●曜日、時間／土、日暇日（通常）ＡＭ１０: 0 0 ～ＲＭ８: ００
●貝用／ホール設備の使用無料ら光熱、空調、符理費のみ実費
●付帯設備／グランドピアノ・エレクトーン・録音、音響機器、ミ
キサー､ 照明コントローラー・テープレコーダー､ マイク、映写機等
●お申し込み、お問い合わせ
そごう前･ ヒンター街東南角、さんちか入口
〒６５o 神戸市中央区三宮町1 丁目５－Ｉ住友銀行ピル６Ｆ
佐本小児歯科佐本進云３３１－６３０２～３

小さな引越受付中
2 4 時間営業／年中無休

【梱包便】電化製品、家具類、エレクトーン、自転車等
美術品、骨董品（どんなワレ物でも御相談に
応じます。但し地域限定）

ユーミノノZ , 乱どズ
(〒65 8）神戸市東灘区住吉南町１丁目1０－１

本社壷(078)８２２－１１７００(代）
芦屋営業所雪(0797)23-6710
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5７

》
国
人
劇
団
ア
ル
ビ
オ
ン

・
座
が
「
○
月
】
鞄
己
秒
ョ

》
①
民
吋
の
昌
弄
◎
罵
言
」
を

》
上
演
。
（
大
人
２
５
０

》
０
円
／
一
般
の
方
も
入

》
鍔
狗
峠
１
）
２
５
８
８

こ
こ
で
、
協
会
会
長
で
あ
り
、
シ
ェ
フ
で
も
あ

る
グ
ゴ
ベ
ル
ト
さ
ん
が
ス
ペ
イ
ン
語
講
座
を
開

講
、
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
で
来
神
す
る
中
南
米

選
手
団
の
た
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
通
訳
を
養
成

し
て
い
る
。
講
座
は
４
月
Ｉ
来
年
８
月
ま
で
。

（
受
講
料
は
お
茶
が
付
い
て
月
８
千
円
・
週
１

回
）
ま
た
毎
週
木
眠
日
に
は
夜
７
時
か
ら
、
常

連
客
な
ど
が
染
ま
っ
て
、
日
本
語
と
ス
ペ
イ
ン

語
が
飛
び
交
う
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ム
ー
ド

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
開
か
れ
て
い
る
の
で
気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
、
と
の
こ
と
だ
。
ま
た

ダ
ゴ
ベ
ル
ト
さ
ん
は
、
「
中
南
米
の
文
化
を
１
人

と
言
わ
れ
て
お
り
、
神
戸
在
住
の
約
蜘
名
の
信

徒
の
宗
教
儀
式
と
憩
い
の
場
と
な
る
。
４
月
酌

日
か
ら
５
月
５
日
ま
で
の
１
週
間
、
ボ
ン
ベ
イ

か
ら
プ
リ
ー
ス
ト
（
宣
教
師
）
が
来
神
、
ジ
ャ

イ
ナ
教
独
特
の
セ
レ
モ
ニ
ー
が
連
日
操
り
広
げ

ら
れ
る
の
で
、
通
り
が
か
り
に
ぜ
ひ
の
ぞ
い
て

み
た
い
。
寺
院
は
朝
７
時
ｌ
皿
時
、
夜
６
時
Ｉ

７
時
半
ま
で
開
い
て
お
り
、
マ
ナ
ー
さ
え
守
れ

ば
見
学
も
で
き
る
。

詳
し
く
は
教
区
グ
ル
ー
プ
で
活
動
を
し
て
い
る

Ｋ
・
Ｓ
・
パ
リ
ッ
ク
さ
ん
ま
で
英
語
で
ど
う
ぞ

山
本
通
２
（
２
２
２
）
６
９
１
０

隠
鴬
蝋
‐

●
ダ
ゴ
さ
ん
ち
で

ス
ペ
イ
ン
語
習
い
ま
せ
ん
か

よ
く
妙
め
た
ら
ス
パ
イ
ス
を
加
え
、
フ
ラ
イ
パ

ン
全
休
に
野
菜
を
広
げ
、
中
央
に
少
し
く
ぼ
み

を
つ
く
り
、
そ
こ
へ
卵
を
割
り
落
と
す
。
５
分

位
煮
て
か
ら
サ
ッ
と
そ
の
ま
ま
皿
に
盛
る
（
の

が
ム
ッ
カ
シ
イ
ョ
、
と
サ
イ
モ
ン
氏
）

こ
の
料
理
に
国
司
少
（
ピ
タ
）
と
い
う
ア
ラ

ビ
ア
風
パ
ン
（
レ
オ
ノ
ー
ラ
と
い
う
パ
ン
屋
八

８
０
２
１
２
７
８
９
．
六
甲
五
毛
天
神
近
く
Ｖ

で
買
え
る
）
を
添
え
る
と
ア
ラ
ピ
ア
ン
プ
ラ
ン

チ
の
で
き
あ
が
り
。

山
本
通
２
異
人
プ
ラ
ザ
２
Ｆ

（
２
２
２
）
１
７
８
０

●
ミ
ル
ク
バ
ー
で
は
英
語
が
共
通
語

不
動
坂
に
あ
る
こ
の
カ
フ
ェ
バ
ー
、
台
湾
出

身
の
リ
ー
姉
妹
経
営
の
北
野
の
英
語
圏
。
英
語

大
好
き
青
年
の
溜
り
場
。
（
２
４
１
）
９
２
３
８

斬
新
な
感
覚
を
追
求
し
、
老
舗
と
し
て
、
ぜ
ひ

と
も
生
き
残
っ
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

発
行
者
は
、
キ
タ
ノ
サ
ー
カ
ス
の
佐
藤
雅
一

さ
ん
。
市
内
外
の
各
レ
コ
ー
ド
店
、
大
学
生
協

な
ど
で
手
に
入
る
。

次
号
は
６
月
１
日
に
第
６
号
と
し
て
発
行
予

定
。
（
発
行
部
数
３
千
部
）

詳
し
く
は
神
戸
市
中
央
区
北
野
町
４
１
９
１

６
伊
藤
マ
ン
シ
ョ
ン
２
Ｆ
キ
タ
ノ
サ
ー
カ
ス

貢
（
２
２
１
）
９
２
９
４
ま
で

蕊
雛
蕊
捌

Ｍ
唾
し
か
し
、
レ
コ
ー
ド
紹
介
に

喝
ｙ
楽
情
報
は
こ
の
一
冊
で
Ｏ
Ｋ
／

岬
恥
唖
羅
謎
庫
幅
峠
弔
弛
確
舞
遮
暗
群

で
も
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
ビ

デ
オ
の
上
映
な
ど
も
企
画
中
、
ス
ペ
イ
ン
語
図

書
の
貸
し
出
し
も
し
て
い
る
。
こ
こ
は
神
戸
で

一
番
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
大
使
館
（
？
）
か
も
ね
。

中
山
手
通
２
‐
打
Ｉ
枢
（
２
４
１
）
２
７
６
０

⑬
北
野
町
で

ジ
ャ
イ
ナ
文
化
に
触
れ
て
み
る

５
月
４
日
、
北
野
町
３
丁
目
に
、
現
地
様
式

を
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
た
ジ
ャ
イ
ナ
教
寺
院
が

誕
生
す
る
。
ジ
ャ
イ
ナ
教
寺
院
は
、
数
多
い
イ

ン
ド
の
寺
院
の
中
で
も
随
一
の
建
築
美
を
誇
る

〃
チ
リ
料
理

訳
の
レ
ス
ト
ラ

も
通
ン
、
「
ク
ラ

達
燕
ン
・
ミ
カ
エ

誇
立
ラ
・
イ
・
ダ

“
ゴ
」
は
神
戸

さ
日
本
チ
リ
協

壷
塞
麺
癖
識
喝

は
が
卜
了
ロ
ー
ド
の
突
き
当
た
り

部
す
の
神
戸
外
国
倶
楽
部
、
日
本
人
は

楽
で
残
念
な
が
ら
メ
ン
バ
ー
に
な
れ
な

倶
ち
い
の
で
こ
こ
を
利
用
す
る
こ
と
は

国
が
で
き
な
い
が
、
時
々
公
的
に
演
劇

外
し
（
も
ち
ろ
ん
英
語
）
や
バ
ザ
ー
が

捧
鑑
覗
榊
榊
幅
晴
詐
“
鎧
、
錨
峰
剛

⑧
・
伴
で
あ
れ
ば
、
プ
ー
ル
、
レ
ス
ト

ラ
ン
、
バ
ー
な
ど
あ
ら
ゆ
る
施
設
が
利
用
で
き

る
。
中
に
は
結
婚
式
に
利
用
す
る
人
も
。

４
月
卵
、
羽
両
日
、
午
後
８
時
か
ら
東
京
の
外

日
本
で
初
め
て
の
ア
ラ
ビ
ア
料
理
店
サ
ラ
ー

ム
の
シ
ェ
フ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
出
身
の
エ
ル
マ
リ

・
サ
イ
モ
ン
さ
ん
に
メ
一
三
ｌ
の
中
か
ら
一
番

手
軽
に
作
れ
る
ア
ラ
ビ
ア
料
理
を
教
え
て
も
ら

鍵識鍵籍

と
融
合
し
、
サ
ウ
ン
ド
が
飛
び
出
し
て
く
る
。

眼
前
に
は
別
世
界
が
。
異
空
間
と
の
遭
遇
。

⑤サイモンのアラ
ビア料理レッスン

今
後
、
Ｍ
Ａ
Ｇ
。
の
主
流
は
こ
う
い
う
も
の

に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
も
、
常
に

そ
の
過
程
は
ネ
オ

・
シ
ュ
ー
ル
な
ビ
ジ

ュ
ア
ル
ア
ー
ト
を
見

て
い
る
よ
う
だ
。

目
鼻
・
の
画
】
冨
昌
は

Ａ
Ｒ
ｒ
だ
／
雑
誌
も

つ
い
に
オ
ブ
ジ
ェ
に

な
っ
た
。

っ
た
。

○
出
陸
属
ａ
濁
○
己
屍
衿
（
チ
ャ
ク
チ
ュ
カ
）

材
料
（
１
人
前
）
／
ト
マ
ト
大
１
個
、
ピ
ー
マ

ン
２
１
３
個
、
玉
ネ
ギ
小
１
個
、
一
一
ン
一
一
ク
少

々
、
卵
１
個
、
塩
、
こ
し
ょ
う
、
パ
プ
リ
カ
、

カ
イ
エ
ン
ペ
ッ
パ
ー
各
少
々
。

作
り
方
／
ト
マ
ト
は
熱
湯
で
サ
ッ
と
ゆ
で
、
皮

を
む
き
１
皿
角
に
き
ざ
む
。
ピ
ー
マ
ン
は
ガ
ス

の
火
で
あ
ぶ
り
、
水
に
つ
け
て
皮
を
む
き
線
切

り
に
、
玉
ネ
ギ
は
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。
フ
ラ

イ
パ
ン
に
オ
リ
ー
プ
オ
イ
ル
を
ひ
き
、
玉
ネ
ギ

ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
の
順
に
入
れ
て
妙
め
る
。
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